
 

 

  

（編集・発行）公益社団法人 龍ケ崎市シルバー人材センター 
〒301-0004  龍ケ崎市馴馬町 3202 番地  

TEL 0297(64)3641 FAX 0297(63)0011 
ﾎｰﾑﾍ ﾟ ｰ ｼ ﾞ：http://www.ryugasaki-silver.or.jp/ 
ﾒ ｰﾙｱ ﾄ ﾞ ﾚ ｽ:dragon-s@guitar.ocn.ne.jp 

発行責任者：塚本 將男 
編      集：総務委員会 

第３２号                                                   

令和７年８月号 

 

公益社団法人 龍ケ崎市シルバー人材センター 

会報りゅう～ 

 

 

ごあいさつ  理事長 塚本 將男  

 夏本番を迎え、皆様におかれましてはお変わりなくお過ごしのことと存じます。 

日頃より、当センターの事業運営にご理解とご協力を賜り、心より感謝申し上げます。 

 さて、当センターでは昨年４月に第３次中長期計画を策定し「地域と生きる 明日への 

活力！」のスローガンを掲げ、センターの事業拡大を目標に取り組んできました。 

しかし、以前から懸念していたとおり公共事業等の契約終了の影響により、令和６年度末の事業実績

は５年度と比較すると１千５百万円ほど減少し、６年度の目標額１億５千万円には８百万円ほど届かず

の、約１億４千２百万円となりました。また、会員数についても２１名減の４５４名となりました。 

当センターではここ数年厳しい状態が続いている状況ではありますが、今後も会員の皆様が安心して

仕事に取り組めるよう、新たな就業先の開拓にも努めつつ、健康面においても、皆様の活動をサポート

できるような情報提供や取り組みを検討してまいります。 

最後に、シルバー人材センターの目的であります皆様の「生きがい」づくりと地域社会への貢献を両

立できるよう、役職員一同、精一杯努めてまいりますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

 

 総会当日は萩原市長、中山県議にご出席いただき、ご挨拶を

いただきました。当日欠席されました後藤議長、坂本県議から

はメッセージを賜りました。また、総会終了後には岡澤保健師

による「熱中症予防」についての講演がありました。 

なお、今回提出された議案「令和６年度収支決算」について

は、原案のとおり可決されました。 

 

龍ケ崎市長 萩原勇様  茨城県議会議員 中山一生様 



 

  

熱中症対策のポイント・・・ 

作業前 

 ①作業前日は十分な睡眠を確保する 

 ②必ず朝食をしっかり摂る 

 ③体調が優れないと感じた日は無理をしない 

 

作業中 

 ①吸湿性、速乾性の高い素材の衣服を着用し、作業する 

 ②こまめに休憩し、水分、塩分をしっかり補給する 

 ③体調が悪いと感じた際は作業を止めて身体を冷やす 

 

作業後 

 ①熱中症の症状が出ていないか様子を見る 

 ②エアコンが効いた涼しい場所で体温を下げる 

 ③のどの渇きを感じていなくても必ず水分をとる 

熱中症とは・・・ 

高温多湿な場所で特に発症しやすく、水分不足や体温調節機能がうまく働かないことにより、立

ち眩みや吐き気を催したりするなど様々な症状を起こし、重症化すると意識障害を起こし、最悪の

場合、死に至ることもある非常に危険な病気です。 

 

出典：熱中症が増えています（リーフレット） 

事務局からのお願い 

 自分自身の体調管理はもちろんのこと、一緒に作業をする仲間や身近な方にも気を配りましょう。 

少しでも異変を感じた場合は、すぐに声をかけ、助け合うことが大切です。 

緊急性を感じた場合は、直ちに対象者の体を冷やすとともに１１９番へ連絡しましょう。 

近年、熱中症による労働災害が増加傾向にあります。特に死亡災害は年間３０人以上が連続したこと

とから、厚生労働省は、今年６月１日より「改正労働安全衛生規則」の施行によって、就労時における

熱中症の重篤化を防止するための対策を事業所に義務付けました。 

当センターにおいても、会員の皆様の健康と安全を第一に考え、熱中症対策の一環として、当該改正

規則に基づき、事務所内に熱中症対策チラシの掲示や市役所保健師による講演会を開催しました。 

更には、剪定、草刈については、各班のリーダーに熱中症対策の説明を行うほか、受注件数の制限を

行い、１日当たりの作業時間の短縮を進めました。 

また、新たな熱中症対策として「ＷＢＧＴ計測器」（気温、湿度、輻射熱を計測し、熱中症危険指数を

算出する機器）を導入することにしました。剪定、草刈作業前に計測し、基準値以上の結果となった場

合、作業日や作業時間の変更をお願いします。（剪定、草刈班に１つずつ配布） 

熱中症にならないためには、個人個人での取り組みが重要になります。皆さんが可能な範囲でかまい

ませんので、熱中症対策に努めましょう。 



 

  

現在、昨年１１月に施行されましたフリーランス法への対応には、会員の皆様にご理解とご協力いただきあり

がとうございます。この法律は、本来、発注者(お客様)と会員の間で法の規制が適用されなくてはならないもの

です。 

 シルバー人材センターが発注者から委託した仕事を会員に再委託する現行の契約方法(図１)は、センターと

会員との間に法の規制が適用されている状況です。 

 このため会員の皆様がフリーランス法による保護を受け、安心・安全に就業できる環境を整備する必要があ

ります。また、厚生労働省からも、シルバー人材センターの契約方法について見直しを行うよう方針が示され

ています。 

 そこで当センターでは新たな契約方法(図２)への令和８年４月移行に向けて、現在準備を進めています。 

 皆様におかれましては、契約方法見直しへのご理解をお願いします。 

○包括的契約(新契約方式)とは・・・ 

 「シルバー人材センター利用規約及び会員業務就業規約」に発注者及び会員がそれぞれ同意した場合、発注者

と会員は請負又は準委任契約のいずれか（職種による）の形で直接契約関係が成立したとして取り扱う方式 

※包括契約への移行後も従前どおり会員への就業機会の円滑かつ確実な提供、会員が安心・安全に就業できる

環境の確保等の役割は当センターが担います。あくまで契約方式の見直しであり、仕事の流れが大きく変わる

ということではありませんのでご安心ください。 

新 た な 契 約 方 法 に つ い て 

発注者 

 

 

会員 

 

シルバー人材センター 

 

業務委託 再委託 

契約関係 契約関係 

フリーランス法適用 

図 １  再 委 託 方 式 ( 現 行 の 契 約 方 式 ) の 場 合 

〇発注者からの依頼をシルバー人材センターで請け負い、請け負った仕事を会員へ再委託するという契約方式 

会員 

 

発注者 

 会員業務仕様書 

・業務内容 ・就業場所 

・報酬   ・報酬支払期日 等  

シルバー人材センター利用契約締結 

（SC 利用規約・会員業務就業規約） 

会員業務仕様書に基づき、

仕事の遂行など 

同意 

シルバー人材センター 

 

・マッチング業務 

（就業機会の提供） 

・報酬の代理請求及び 

代理受領  

・事故発生時の対応 

・事務処理全体調整業務 

 など 

図 ２  包 括 契 約 ( 新 契 約 方 式 ) の 場 合 



 

 

 

  

 

会員在籍状況 

単位：人 

地区名 男 性 女 性 計 

龍ケ崎 46 20 66 

大 宮 19 11 30 

長 戸 13 3 16 

八 原 47 24 71 

馴 柴 60 20 80 

川原代 19 12 31 

北文間 14 6 20 

北竜台 76 23 99 

合 計 294 119 413 

令和７年７月３１日現在 

ワークシェアリング会場にて、手芸品の販売会を行います。 

ポーチなどの小物入れからエプロンやてさしなどの衣服類も用意

しています。ぜひご覧ください。 

販売日  ８月２８日（木）・２９日（金）の２日間 

時  間  ９時００分～１５時００分まで 

※不要な布や糸がありましたら、寄付をお願いします。 

＜事務局からのお知らせ＞ 

①会費受付中 

未納の方はお早めにお支払いください。 

②会員クラウドサービス 

配分金や事務局からのお知らせをスマホでいつでも確

認できます。来年には就業報告書の提出もスマホから可

能になる予定です。未登録の方はぜひこの機会に登録

をお願いします。 

登録はこちらから → 

初期パスワードは誕生日です。 

例：７月９日生まれ → 0709 

派遣会員用を連合会で現在準備中です。

正式に導入が決まりましたら、連合会から

通知文が郵送されますので、今しばらくお

待ちください。 

 

シルバー会員の投稿コーナー   「撞舞
つくまい

と私」                     

 撞舞（国選択・県指定無形民俗文化財）を初めて見たのは、

10 年ほど前のことだった。7 月下旬の、蒸し暑い夕暮れど

き。人波にもまれ、背伸びをしながら眺めた祭り人の出で立

ちに、私は目を奪われた。 

カンカン帽を被った黒紋付の役付。赤い法被の粋な老人。

黒い法被のいなせな若衆。唐草模様の衣装を着た舞男。他に

も、各々の役割に合わせた出で立ちに、すこぶる興味を覚え

た。 

一方、祭客の大半は普段着で、皆、団扇とスマホを握り、

撮影場所を求めてひしめき合っている。 

そんな撞舞を、我を忘れて眺めていると、いつか脳裏に物

語が浮かんできて、絵のモチーフの種は尽きない。 

今回は、法被姿の気になる二人を描いてみた。（M.I 会員） 

  

会員投稿コーナー記事募集中 

個人で取り組んでいること、趣味など何でも構いません。 

掲載を希望される方はご連絡ください。 

連絡先：✉dragon-s@guitar.ocn.ne.jp  ☎0297-64-3641 担当：髙野 

 

ＲＳＪＣレインボーからのお知らせ 

 
 


